
（第３号様式） 

会 議 要 旨 

会議名 第４回 館山市学校再編調査検討委員会 

開催日 令和５年８月９日（木）午後３時００分～午後４時４０分 

開催場所 館山市役所 ２号館館２階会議室 

出席者 

委 員：池田英乘委員長，柗本清副委員長，下妻洋也委員，山﨑秀雄委員，赤津

和子委員,渡辺雄二委員，本澤栄里子委員，川名敏弘委員，千原清之委員，

加藤優委員，川名真衣委員，富山潤一郎委員，吉田花子委員（１３名） 

事務局：石井浩己教育長，今井幹雄教育部長，鈴木浩二教育総務課長，藤本敏孝

学校再編推進室長，小澤崇史教育総務課参事，根橋重貴主任主事（６名） 

公開・非公開の別 公開 一部非公開 非公開 

非公開の場合の 

理由 

資料１：「館山市立小中学校再編計画」の策定について 

これらは検討段階のものであり，不当に市民の間に混乱を生じさせるおそれがあ

る内容もあることから，非公開とするもの。 

傍聴者 － 

会議概要・結果等 

 

１． 委員の変更について（市議会議員選挙に伴うもの） 

・（旧）榎本祐三  （新）渡辺雄二委員 

・（旧）瀬能孝夫  （新）本澤栄里子委員 

２． 館山市教育長あいさつ 

３． 議事 「館山市立小中学校再編計画」の策定について 

（１） 基本方針・策定スケジュール等 

（２） 児童生徒数推計値 

（３）これまでの取組状況 

  ・ 各地区保護者意見 

  ・ 地区住民への説明状況 

（４）小規模校の必要性について 

  ・ 全国自治体・県内自治体の状況説明 

・ 小規模特認校視察結果（市原市・木更津市） 

（５）不登校児支援・発達支援機能の充実策について 

 

【 結論 】 

 ○ 「館山市立小中学校再編計画」の基本方針、策定スケジュール等について事

務局（案）を了承する。 

 ○ 児童・保護者の選択肢として「小規模校（特認校）」の必要性がある。 

 ○ 小規模（特認校）の学校規模は１学年 15人を目標とする。 

  ※ スクールバス等の通学支援を行うべき 

  ※ 15人を下回った場合でも一定期間は学校を維持する 

 ○ 不登校児・発達支援機能の充実策として、学校とは別に「より専門性高めた

新たな支援機能」の設置を目指す。 

 

以上、本日の委員会意見を踏まえ、学校再編計画の「素案」を事務局にて作成 

 

４． 事務連絡 次回会議の日程調整 令和５年９月２２日（金）開催予定 

５．閉会                              以上 

 


